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信州大学山岳会創立 75周年記念ネパールヒマラヤトレッキング報告書 

2024年 12月 12日 

 

はじめに 

 世界を閉塞と混乱に陥れた新型コロナウイルスによる行動制限も解かれ 2023 年頃から漸く海

外渡航も普通のこととなってきた。我々も学士山岳会の仲間とトレッキングでも再開できたらと

の思いから 2024年の創立 75 周年に合わせ、信大との関係が深いアンナプルナ周辺をトレッキン

グする計画を立て希望者を募り実行した。 

その結果、プーンヒル及びアンナプルナ BCで慰霊、ポカラで懇親会を行い、次いで、マルシャ

ンディ川からトロンパスを越え、アンナプルナⅡ峰、ニルギリ、チュルー等、信大の足跡を改め

て眺めることができ、これらの内容を本報告書にまとめた。 

今後ネパールに出かける事がある方は参考にして頂ければ幸いである。 

 

Ⅰ．計画 

  学士山岳会員の澤田と中村が、2023年のマナスルトレッキングを参考に、ゴレパニ周辺及び

アンナプルナ一周コースの計画を立案した。 

  2024年 4 月 5 日以降、参加者を募集したところ、11名の希望者があった。また、新たなコー

スとしてムスタン方面も提案された。 

  その後、希望者各位と相談しながら調整を進めた結果、6 月には参加者が 7 名に固定され、コ

ースも当初の計画となった。 

 

Ⅱ．準備   

（１） ネパール渡航準備 

渡航の前提となるビザ取得は 7 月頃から中村から各メンバーへ取得方法を案内し、

個人でネパール大使館へ直接申請、又は㈱西遊旅行社に代行手続きを依頼し取得した。 

 また、航空券についても個人でネットから、又は同旅行社へ依頼し取得した。  

（２） トレッキング計画詳細 

4 月の募集段階では日数や予算立案のための大まかなトレッキング計画を考えてい

たが、詳細を詰めるために澤田、中村が、7 月下旬に来日していた現地エージェント

社長 Tul Bahadur Tamang氏に面会した。 

この面会で、トレッキングコース、日程詳細、ガイド・ポーターの人数などを具体

化した。9 月 9 日に最終見積りを得て合意した。 

これらを基に最終計画を 9 月 19日に決定し、参加者に対し説明会を 10月 5 日に開

催するとともに学士山岳会理事会へも報告した。 

（３） トレッキングに関する準備 

① トレッキング許可証 

現地エージェントに参加者のパスポートを PDFで 9 月下旬に送付し事前にトレッ

キング許可証を取得しておいてもらった。 

② 宿泊予約 

カトマンズでの宿泊は現地在住の安田氏に直接依頼し、ポカラでの宿泊はインタ

ーネットから旅行サイトを使って宿泊料金、利便性などを考慮して決定した。いずれ

も少なくとも 1 ヶ月前には予約を入れた。トレッキング中の宿泊先の手配について

はガイドに一任した。 
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③ 医薬品 

高山病対策の一つとして、「ダイアモックス」（アセトゾーラマイド製剤）が有効

な場合があり、必要と考えた者は日本で医療機関から各自購入した。ジェネリック品

はカトマンズの薬局でも入手することができる。 

④ 山岳保険 

全員、日山協の海外登山保険に加入した。問い合わせから手続き完了まで約 2 か

月程かかるため各自余裕をもって 8 月頃から申し込みを開始した。 

⑤ 留守本部 

計画書完成段階で、渡部 OBと中田 OBへ依頼し了承された。また、中嶋会長、副会

長の澤田ともこのトレッキングに参加のため、留守中の理事会関係は日高事務局長

に一任した。 

（４） トレーニング 

国内においては、合同でのトレーニングなどは実施しなかったが、各自、富士山、

甲斐駒、仙丈、蝶が岳、常念岳、北岳、間ノ岳、毛無山、丹沢など出来る限りの山行

を行っていた。 

（５） カトマンズの水害 

 トレッキング Aパーティの出国間際の 9 月 30 日に、ネパールで大雨による洪水に

より、カトマンズなど各所で大きな被害があったと、マスコミや新聞報道があった。 

 場合によりトレッキング中止かと危惧したが、正確な情報を得るために、10 月 2 日

から 3日にかけて現地の安田さんと Tul さんにリモートで相談し正確な現地情報を得

た。その結果、カトマンズの水害の範囲、ポカラやベシサハルへの道路の復旧状況が

判り、トレッキングが可能と判断し 10月 6 日にＡパーティが出国した。 

 現地情報の提供に協力して頂いた安田さん、Tul さんに感謝致します。 

 

 Ⅲ．トレッキング報告概要  

  （１）Aパーティ（中嶋、今滝、澤田）：10/16～10/26 

カトマンズ‐ ポカラ‐ゴレパニ、プーンヒル（3,210m）‐ポカラ‐カトマンズ 

詳細は「Aパーティ報告書」を参照のこと。 

（２）Bパーティ（加藤（喜）、川原、澤田、中村、加藤（清））：10/18～11/6 

カトマンズ‐ポカラ‐ベシサハル- トロンパス（5,416m）- ムクチナート‐ ポカラ‐

カトマンズ 

詳細は「Bパーティ報告書」を参照のこと。 

  

Ⅳ．トレッキング費用 

ほぼ予算通りの支出であった。なお、今回は全て自費にて実施したため、SAAC会計

監査は省略することを理事会で承認を受け総会で報告した。 

詳細は「別紙 会計」を参照のこと。 

 

Ⅴ．現地エージェント及び協力者 

Mr. Tul Bahadur Taman （Janakchuli Treks Pvt. Ltd. ）  

    伊藤勇太郎（学士会員、㈱西遊旅社） 

安田愛（在ネパール） 

以上 

   （文責：澤田、中村）  
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信州大学山岳会 75周年記念 ヒマラヤトレッキング記録（Aパーティ） 

                         2024年 11 月 23日 

 

１． 山域：アンナプルナ山群 ゴレパニ～プーンヒル周辺 

２． メンバー： 

中嶋岳志（教育学部 1975年入学）  

今滝郁夫（人文学部 1976年入学） 

澤田克彦（農学部  1979年入学） 

３． 日程：2024年 10月 16 日～10月 26 日 

４． 行動記録 

月/ 日（曜） 行動内容 備考 

10/15（火） 中嶋、今滝は長野から移動、成田空港付近の東横 INN成田空港新館

に前泊 

・5,951 円/ 泊/ 人 

10/16（水） 

晴 

8:30 成田空港第二ビル国際線ターミナル 2 3F発券カウンター集   

   合。中田さんが見送りに来られ大量のコーヒーキャンディを 

下さった。 

11:30 ネパール航空 RA434、成田発 

16:35（現地時刻）カトマンズに 1 時間遅れで到着 

空港からタクシーでタメルにある「マドバンゲストハウス」 

に投宿。 

ネパール在住の安田さんに挨拶。 

・航空運賃：約 14 万

円～16万円（中嶋・

今滝は西遊旅行社

から購入、澤田はネ

ットで購入） 

・写真 1 

・夕食は早速「ダルバ

ート」を食した。 

・2000Rs/泊（朝食付） 

10/17（木） 

曇 

9:00 ゲストハウス発（タクシー） 

9:30 Janakchuli Treks 着 メンバー照会、トレッキング費用支払 

（一括前払い）。 

11:30 ゲストハウス着 

午後は、ヒマラヤン銀行で換金、買物、昼食等。 

準備が終わり夕方はダルバール広場を散策後、近くの「和（な

ごみ）」で夕食を摂った。 

・換金レート（ヒマラ

ヤン銀行） 

1\ =0.8994Rs 

・写真２、３ 

・トレッキング費用 

A:71,000 円/ 人 

B:110,000 円/ 人  

 

10/18（金） 

曇 

7:00 ゲストハウス発：ジープに 5 人乗り、陸路にてポカラへ向か

う。 

15:30 ポカラ着：生憎の曇りでマチャプチャレやアンナプルナ等一

切見えず。「ザ・チェリーガーデン」に投宿。 

食堂は無いが、ダルバートを作って下さった。 

近くのパン屋で翌日の朝食用のパンとジュースを買い早々

に就寝。 

・雨季が完全に明け

ていなかった。 

・1500～2000Rs/泊 

（朝食無） 

10/19（土） 

曇 

6:05 ポカラ発 

ウレリの下（2,154）まで車、水害にて悪路となり、そこから

トレッキング開始。 

15:40 ゴレパニ（2,853）着 

ゴレパニのロッジでは WiFi が使えたのでメールが繋がり、B

パーティの出発便（ネパール航空成田発直行便）がキャンセ

・写真４，５ 
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ルになったことを知る。 

10/20（日） 

曇、雷雨 

4:45 ロッジ発：プーンヒルへ、ヘッドランプを灯して歩く。 

5:30 プーンヒル（3,193m）着、今日も残念ながらの曇天で殆ど何も

見えないが、時折、アンナ南峰、ダウラギリの上部が望めた。 

6:15 ご来光に歓声を上げている人が多くいた。 

田辺君慰霊のため、田辺ともみさんが送ってくださった煎餅と

清酒の小瓶を置いて、ダウラギリの方角へ向かって黙とうし、

「カタ」近くのチョルテンに巻き付け、再び、ロッジへ戻った。 

7:15 ロッジ着 

8:00 朝食後、ゴレパニ発 

13:50 タダパニ着、予定より時間があることとロッジが混んでいた

ため、先へ進むことにした。 

タダパニから降り始めた 14時頃から激しい雷雨に会い、雹も

降る中、14:40 バイシカルカ（2,506m）到着。 

 

・写真６，７、８，９，

10，11 

・プーンヒル登山料 

150Rs 

・プーンヒルまでは

急登だが整備され

た道で危険な所も

無い。 

 

10/21（月） 8:00 バイシカルカ発、ガンドルへ。 

この日から、ようやく晴天となり眺望が良くなり、アンナ南

峰、Ⅲ峰、Ⅱ峰、ヒムジュン、マチャプチャレ、ラムジュン等

の眺望を楽しみながらガンドルまで下りた。 

10:30 ガンドル（1,940m）着：ガンドルは、馬、ラバ、ジープ、バ

スの発着所であった。 

12:20 ジープに乗りポカラへ。 

14:50 ポカラ着 

夕食はフェワ湖畔の地元食堂で魚料理などを食べた。 

・写真 12，13，14 

・Bパーティは欠航と

なったネパールエ

アから、キャセイ航

空に乗換、1 日遅れ

でカトマンズ着と

なたったため、ポカ

ラで合流できず。 

10/22（火） 

晴 

7:15 ロッジ発、サランコットへ（タクシー） 

7:50 サランコット展望台入口、晴れ間が多く、アンナプルナ南峰、

Ⅰ～Ⅳ峰、ラムジュンが遠望できた。 

10:10 山岳博物館 

      ヒマラヤ初登頂時代の記録、民族、環境問題、地球温暖化な

どのテーマ別展示が大変参考となった。 

15:00 ロッジ 

   プンギ峰初登頂の日本山岳会学生部５名と懇談 

16:30 Bパーティと合流 

18:00 フェワ湖畔にて ABパーティ全員で懇親会 

 

・写真 15，16，17 

・サランコット拝観 

料 60Rs 

・山岳博物館は一見

の価値あり。（入場

料 750RS） 

10/23（水） 

晴 

移動 

7:15 ポカラ発 日本山岳会学生部５名と同乗。 

15:00 カトマンズ着、マドバンゲストハウス投宿 

安田さんに翌日の観光について相談する。 

夕食は「和」で和食。 

・中嶋、今滝はカトマ

ンズへ、澤田は Bパ

ーティに参加。 

10/24（木） 

晴 

朝食後徒歩でスワヤンブナート（仏教寺院）へ。片道３０分。 

頂上のストゥーパは巨大だった。参道横のベンチに腰掛けてパン 

・スワヤンブナート

にはサルが多い。 
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を食べようとしたらサルに取られてしまい愕然とする。 

午後はお土産を買って過ごした。    

10/25（金） 

曇 

午前中は買い忘れたお土産を買い。午後はゆったりと休憩した。 

18:30 にタクシーに乗って空港に向かった。カトマンズ市内は大変

な渋滞で早めの出発が望ましい。 

出国：カトマンズ発ネパール航空 RA433 22:30 発。今回は予定時

刻に飛んでくれた。    

 

10/26（土） 

曇 

8:45 成田空港着 

 ほぼ予定通りの時刻に着陸し、入国審査や荷物の受け取り、通関 

もスムーズだった。 

 通関後大きな荷物は宅急便で送り、成田エクスプレス、中央本線 

と乗り継いで長野県に帰った。 

14:35 松本着 

  

 

  

４．ガイド、ポーター 

  ガイド Mr. Tul-  Bahadur Tamang 

  ポーター１名 

 

５．個人装備 

  全てロッジ宿泊だった。布団や毛布はあるが、朝夕は低温となるので防寒着は必要。 

 

６．海外登山保険 

日山協海外登山保険に全員加入したが使用することは無かった。 

 

７．トレッキングエージェント 

Janakchuli Treks Pvt.Ltd. （Janakchulitreks@gmail.com）を利用したが対応は適切であ

った。 

 

８．費用 

１）エージェント支払い（１USD＝149円で換算） 

   合計金額：USD1,420.00（食費・宿泊費含まず） 

   一人当たり：USD473.3＝70,526 円 

 

 ２）カトマンズ、ポカラ宿泊費（1 円＝0.9Rs（ネパールルピー））で換算 

   下記金額を現地通貨かカードで各個人が支払い 

① カトマンズ：KATHMANDU Madhuban Guest House  

    1 泊（朝食付）2,250Rs/ 人 

② ポカラ:  Hotel The Cherry Garden  

    1 泊 （朝食無）1,500～1,750Rs/ 人 

 ３）トレッキング中の宿泊費・食費 

       約 12,000 円/ 人/3 日 

 

mailto:Janakchulitreks@gmail.com）を利用したが対応は適切であっ
mailto:Janakchulitreks@gmail.com）を利用したが対応は適切であっ
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１０．ルート概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．標高の推移 
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１２．感想 

 

中嶋 

 昨年５月に心筋梗塞で手術・入院し、その後リハビリ生活をしていました。医師からは普通車

のエンジンが軽自動車になってしまったので、そのつもりで生活するよう指示を受けていまし

た。リハビリはかなり真面目に取り組み、最終的には脈拍が１２０程度に抑えられる歩き方なら

１０時間歩いても大丈夫と言われていましたが、実は結構不安でした。無事行って来られてとて

も嬉しいです。今滝君、澤田君には感謝しています。ありがとうございました。 

 

今滝 

当初トロン・パス越えのルート希望でしたが、８月に左膝の人工関節半置換手術を受けること

になり急遽ゴレパニルートに変更しました。術後は隊員皆さんの激励をいただき、リハビリに集

中しました。トレッキングはダブルストックで何とか歩き切り、ネパールの高峰を初めて仰ぎ見

ることができたのは無上の喜びです。ベッド上の不安からネパールの山道を踏みしめる喜びへ、

隊員の励ましに背中を押されて実現できたトレッキングでした。中嶋さん、澤田さん、B隊の皆

さん、ありがとうございました。 

 

澤田 

 ウレリからプーンヒルまでは危険な場所も無く、普通の運動靴で行けるところで、のんびりし

たトレッキングを楽しみました。モンスーンが完全に終わっていなかった様で、前半は眺望が効

かず残念なところもありましたが下山時には晴れてアンナプルナ南峰やマチャプチャレ方面が見

渡せて良かったです。 

 プーンヒルでは生憎の天候と線香を忘れてしまい田辺治君の慰霊が十分できず心残りでした

が、Bパーティでダウラギリが良く見えるところで改めて慰霊できたので安堵しました。 

 中嶋さん、今滝さんと、色々な話（鶏、犬、ヤギ、ラバ、植物、畑作、そして山）をしながら

の歩きは大変楽しいもので、また、後半の Bパーティのトレッキングと併せると、アンナプルナ

周辺の地理が明確に判り有意義でした。 

 留守本部の中田さん、渡部さん、日高さん、現地の安田さんに感謝致します。 

 

以上 

 

写真１ 成田空港にて中田さんの御見送り 
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  写真２ カトマンズ タメルの食堂 

早速、ダルバートを食す         写真３ カトマンズ ダルバール広場             

 

 

 

写真４ ウレリ手前で下車             写真５ トレッキング開始 
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写真６ プーンヒルにて田辺君を慰霊  写真７ プーンヒルにて ダウラギリⅠ峰 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

写真８ ラトナチュリ時代の「カタ」を巻き付けた                 

写真９ プーンヒルからの下り 
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 写真 10 プーンヒルにて アンナプルナ南峰方面 

 

 

 

写真 11 タダパニ手前              写真 12 バイシカルカからの下山路 
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写真 13 アンナプルナ南峰、ヒマルチュリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14 マチャプチャレ 
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写真 15 サランコットからアンナプルナ南峰、Ⅰ峰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16 サランコットからアンナプルナⅡ峰 
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写真 17 ポカラ 山岳博物館 
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信州大学山岳会 75周年記念 ヒマラヤトレッキング記録（Bパーティ） 

2024年 11月 30日 

1.  山域：アンナプルナ周辺（コト～トロンパス～ムクチナート） 

 

2.  メンバー： 

加藤喜章 1977年 農学部農芸化学科入学 

川原修 1978年 農学部畜産学科入学 

澤田克彦 1979年 農学部農芸化学科入学 

中村元太 1980年 農学部園芸農学科入学 

加藤清里 1983年 農学部森林工学科入学 

 

3.  日程：全日程   2024年 10月 19 日( 土) から 11月 6(水)  

トレッキング    10月 24 日( 木) から 10月 30日( 水)  

 

4.  概要： 

 アンナプルナ山群の外周をひと回りする「アンナプルナ・サーキット」がトレッキング対

象である。 

 今回は、コトをスタートとし、マルシャンディコーラを遡り、トロンパス(5416m)を越え 

ムクチナートをゴールとする、壮大なルートの一部を、しかしながら「アンナプルナ・サー

キット」の最も濃い部分を切り取って、反時計回りのコースを選んだ。 

 コース中には 3 つのポイントがある。日程の順に、①アンナプルナⅡ峰のベースキャンプ

(3500m)での慰霊およびその上部への高所順応、②アイスレイク(4600m)への高所順応、③最

大のポイントはトロンパス(5416m)越えである。 

全て快晴のなか、これらのポイントを巡り予定通りの行動が達成できた。 

 また、コースからは、マナスル、ピサンピーク、アンナプルナ I 峰、Ⅱ峰、Ⅲ峰、Ⅳ峰 

ティリチョピーク、チュルー山群、ダウラギリⅠ峰、ニルギリ山群等、信大にゆかりの深い

山々を眺めることができた。 

 ただし高所順応が上手くいかなかったメンバーもおり今後の活動の参考として考察すべき

課題と考えている。 
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5.  概念図 

 

 

 

  

Annapurna II(7937m)

Gangapurna (7937m)

Lamjung (6983m)

Jomson 2720m

Mukutinath 3760m Throng Pass 5416m

Throng Phedi 4525m

Yak Kharka 4050m

Braka 3439m
Ice Lake 4800m

Lower Pisang 3200

Anna. -II BC 3500m Koto 2600m

Tato Pani 1190m

Beshi Sahar760m
Pokhara 820m

Annapurna I(8091m)

Annapurna South(7219m)

Machhapuchhre (6997m)

Nilgiri N(7061m)
C(6940m)
S(6839m) Tilicho (7134m) Pisang 6091m

Beni

Kathmandu760m

High Camp 4925m

Chulu W(6119m)
C(6584m)
E(6429m)

AnnapurnaI IV(7525m)

Anna. -III(7555m)

Dhauragiri I(8167m)

Tukuche Peak(6920m)
Trekking

Jeep
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6.  行動概要 

 トレッキング中は 7:00 から 8:00 に出発が標準で出発の 1 時間前に朝食を摂った。ただしトロ

ンパス越えの日は 5:00 出発。 

翌日の出発時間は、前日にガイドと協議して決定した。 

月/ 日 曜  行程 出発地 到着地等 備考 

10/18 金 前泊 香川、 

名古屋 

成田 東横 INN 成田空港新館… 

加藤（喜）、川原 

10/19 土 出国1 成田 

21:45  

香港 

02:00 

 キャセイ航空 CX501加

藤（喜）、川原、中村、

加藤（清） 

 HKG空港にてトランジ

ット 

10/20 日 移動 香港 

19:15  

カ ト マ ン ズ

(KTM)22:00 

キャセイ航空 CX603 

10/21 月 準備   換金、買物、荷分け 

10/22 火 移動/ 懇親会 KTM ポカラ  A パーティ参加の澤田

と合流 

 A パーティとの懇親会

を実施 

10/23 水 移動 ポカラ コト(2600) ベシサハルにて車を乗継ぎ 

10/24 木 トレッキング

（車道） 

コト Lower ピ サ ン

(3200) 

  

10/25 金 高所順応 Lowerピサン アンナⅡ峰_BC 

(3500)からサラ

タンコーラ右岸

上部（3900） 

 ̧ アンナⅡ峰_BCへ高所

順応ハイク、およびケ

ルンの設置と山に逝か

れた方々の慰霊 

写真 4－6 

10/26 土 トレッキング

（車道） 

Lowerピサン ブラッカ(3439)  宿泊地…アイスレイク

への分岐点 

 工程変更など：トロン

フェディからの峠越え

を可能と判断し、トロ

ンハイキャンプの宿泊

をスキップ 

写真 7 

10/27 日 高所順応 ブラッカ ア イ ス レ イ ク

(4600)往復 

 アイスレイクへ高所順

応ハイク 

 対岸のアンナプルナは

 
1 ネパール航空 RA434便が当日欠航となる。KTMに翌日到着可能な最安便を新たに調達しての出

国となった 
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圧巻 

写真 9- 13 

10/28 月 トレッキング ブラッカ ヤクカルカ 

(4050) 

 工程変更など：中村は

高所順応が十分でない

ためポカラに戻る(*)  

 マナンまで車道 

写真 1 

10/29 火 トレッキング ヤクカルカ トロンフェディ 

(4525) 

 

10/30 水 トレッキング トロンフェディ トロンパス経由

ムクチナート 

(3700) 

 トロンパス(5416)越え 

 加藤( 清) はトロンハイ

キャンプ(4925) から峠

まで馬を利用 

写真 17- 20 

10/31 木 移動 ムクチナート タトパニ  タトパニの温泉に浸か

る 

写真 23 

11/1 金 移動 タトパニ ポカラ  中村と合流 

11/2 土 移動 ポカラ KTM  

11/3 日 休養/ 観光 KTM 同上   

11/4 月 休養/ 観光  KTM 写真 24 

11/5 火 出国 KTM 

23:50 

 －  Late check out  

 RA433…加藤（喜）、川

原、澤田、加藤（清） 

 中村は別件にて KTM滞

在後、11/8 出国 

11/6 水 帰国  － 成田 

9：35 

 

 

 

*:10/28 - 10/31 中村の行動実績 

月/ 日 曜  行程 出発地 到着地等 備考 

10/28 月 トレッキング

（車道） 

ブラッカ オムデ 徒歩 

10/29 火 移動 オムデ ベシサハル 車 

10/30 水 休養   ベシサハルにて 

10/31 木 移動 ベシサハル ポカラ マイクロバス 

 

【宿泊先】 

① カトマンズ：マドバンゲストハウスおよびマドバンホテル 

② ポカラ：ザチェリーガーデンホテル 

③ トレッキング中：ガイドの推奨先 
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7.  ガイド、ポーター 

 Janakchuli Treks Pvt.Ltd. に依頼し、ガイド 1 名、サブガイド兼ポーター1 名、ポーター2 名

とした。サブガイドについては高所順応が上手くいかないなど何らかのアクシデントにて 2 隊に

分かれることも想定し追加した。また、ポーターは荷物をコンパクトにし隊員も担ぐことを勘案

し隊員 5 名に対し 2 人（通常はメンバー2 名に対して 1 人）とした。 

 結果としては途中で 2 隊に分かれたこともあり適切であったと考える。 

 

8.  装備 

① 個人 

 ̧ 基本的に行動中は 3 シーズンの服装。行動後は、朝夕の寒暖差が大きいので少し暖かめ

が快適。就寝時は専用の衣類を用意するとより快適。シュラフも 3 シーズンで十分（今

回の宿泊所には毛布・布団はあった）。 

 ̧ トロン峠越えは積雪を考慮し最大でチェーンスパイク使用を想定したが実際には積雪は

無く不要であった。しかし、過去の実績では積雪が難渋した情報もあり、現地判断と、

どの程度の装備で臨むかはパーティで認識を事前共有しておく必要がある。 

 ̧ マスク：トレッキング道はジープやオートバイの往来も多く、細かい砂まみれになるの

で呼吸器を傷めない様にマスクは必携であった（全員所持していた）。 

 ̧ 医薬品：一般的な救急用医薬品は別として、各自持病で処方されている薬や、「ダイア

モックス」は各自で購入・持参してもらった。ダイアモックスについては、ネパールの

薬局でジェネリック品を 500～1,000Rsで購入、又は日本から先発品を持参した。但し服

用するかどうかは個人の判断にまかせた。（澤田） 

 ̧ SIMの利用：Wi- Fi 環境のないトレッキング中の緊急連絡、地図アプリの活用、SNSでの

通信等を目的として、現地キャリア「NCell 」で 3 週間 36GB の SIM（1,200Rs）を購入。

行動中ブラッカまで問題なく受信することができた。（中村） 

 ̧ キャリーケース等で持ち込んだ個人装備のうち、トレッキングに必要のない荷物はポカ

ラのホテルにデポさせてもらった。トレッキング中の個人装備は、1 人 15kg以内を目

安としてキャリーバッグに収納してポーターに預け、必要最小限の衣類等を各人で担い

だ。また、2 泊以上泊まったロッジ等で下着類を中心に洗濯を数回行い、衣類の持参枚

数を削減した。（川原） 

② 共同 

 ̧ EPI ガスコンロを持参。使用目的は、朝の水分補給、昼食（期間中 2 回）及び行動用 Boiled 

water の製造などに出来る範囲で使用した。 

 ̧ ミネラルウオーターは各所で販売されているが、ペットボトルのごみの問題もあり、除

菌ができるろ過器を持参した。生水をろ過除菌後、煮沸して行動中の飲料水としパーテ

ィ内に供給したが問題はなし。ろ過を加えると煮沸だけより安心感はあった。（加藤（清）） 

 ̧ ツエルトおよび一般的な医薬品を持参したが使用機会はなかった。 

 

9.  信大デポの活用 

  Janakchuli Treks Pvt.Ltd に保管されているデポから、ガスカートリッジを利用した。新規

購入の 2 缶の残りは同様にデポしたので次回も利用可能。 

 

10.  食料 

  夕食と朝食は宿泊先のロッジでとった。メニューはネパール食を中心に選択肢が豊富である。

昼食は移動中のロッジでとったが、時々、日本製ラーメンやアルファ米を使って自炊も行っ 
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てみた。 

  高所順応の昼食および峠越えの日の朝食は宿泊先のロッジでパンケーキやチャパティなどを

予め用意した。 

 

11.  地図 

  トレッキングでは詳細なものは使用せず。山の位置関係、外観を確認するため 10万分の 1 程

度の地図を使用。タメル地区の書店で購入（例：Around Annapurna NA504など）した。 

 

12.  宿泊事情 

  どこのロッジも個室が用意されている。有料(100～300Rs程度) のシャワーが使えるところも

あるが奥に行くほど設備が簡素になる傾向。またロッジには電気と Wi- Fi（奥に行くと場所によ

って食堂のみ）もある。 

 

13.  高所順応 

① 国内での準備：各自とも国内で、穂高、富士山、南アルプス等を登山し準備していた。 

② 計画 

 高度 2600mからトレッキングを開始し、トロンパスへ達する前に、アンナプルナⅡ峰ベー

スキャンプ上部（約 3900m）、アイスレイク（4600m）をそれぞれ往復した事は高所に慣れ

る意味で効果があったと考える。しかし順応にはかなり個人差があることも判った。 

 また、山に慣れるという点からは 2600mより手前の 2000m位から旧道を歩いても良かった

かもしれない。 

 いずれにせよ、今後、高所へトレッキングや登山を行う際は、自身の体力に対する判断と

高所順応を含めた入念な計画が必要であることが再認識された。 

③ 医薬品 

 高山病に有効という情報が多い「ダイアモックス」は高山病が適用として認可されている

訳でもなく、医師の同行も無いので持参、服用は個人の判断とした。中村は服用し、加藤

（喜）、川原、澤田、加藤（清）は服用しなかった。 

 今回、中村は Lowerピサンから 1 日朝晩 2 回、半錠（125㎎）ずつ服用。頭痛の症状は認

められなかった。しかし嘔吐はしなかったものの激しい吐き気の症状がみられた。この症状

は高度を下げるに従って回復した。このことからブラッカの時点では急性高山病の状態と思

われる。この時点で頭痛や肺水腫の症状がなかったことと「ダイアモックス」の服用との関

係は不明。（中村）  

④ トレッキング中の血中酸素飽和度：SpO2 

トレッキング中は、同じパルスオキシメーターを用いて出来るだけ朝昼夜と 1 日 3 回測定 

を行った。その結果を下記のグラフに示した。10/27 以降、加藤( 清) （茶色）は他の 

メンバーに比べ低値が見られ高所順応が充分ではなかったことと一定の相関が推察される。 

しかし、SpO2が低値でも外見上や自覚的には問題ない場合もあり、数値から行動制限の 

  判断は難しいと考えられたが、一定の値から急激に低下した時には要注意であることの目安  

にはなると考える。（加藤( 清) ） 
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14.  保険 

① 三井住友海上火災保険（株）海外旅行保険に全員加入 

②  保険期間：出国日から帰国日 

③ 主な補償内容：現地捜索費、現地治療費*など 

④ 保険料：\ 19,740 

⑤ 前提条件：日山協山岳共済会「山岳保険」への加入 

*: 現地治療費の補償は、加入時のオプション。上記金額はオプション料込み 

 

15.  費用：一人当たり 

トレッキング費用 110,000円 ガイド、ポーター、移動費用** など 

トレッキング中の費用 31,500 Rs 10日間。宿泊、夕朝昼食など 

カトマンズ、ポカラの滞在費用 1,000 から

2,000 Rs 

1 泊/ 個室または 2 人部屋 

 (1 \ =0.85Rs) 

**: 移動費用…カトマンズ⇔ポカラ、ポカラ→コト、ムクチナート→ポカラ 

 

16.  航空券の調達（加藤( 清) ） 

今回、RAカトマンズ直行便が出発当日に欠航となったため改めて考えた。 

 ̧ 海外渡航に不慣れな者としては、往復航空券を旅行代理店を通じて調達したのは正解で

あった。（3 名が利用） 

 ̧ 西遊旅行社（西遊社）を通したことにより、最小限の対応で帰国できたと考えている。 

 ̧ 出国後、西遊社を通じ RAに確認してもらったところ、往路の欠航に起因して復路の予

約が無効と成りかねない事態となっていた。 

 ̧ トレッキング中もメールで連絡を取り合い、西遊社には復路の確保を最優先に交渉して

もらった。先の事態は西遊社の交渉力により解消し復路の確保ができた。 

 ̧ もしネット予約サイト経由だった場合は、上述の対応を各自で行うこととなり、慣れぬ

者にはハードルが高かったと思われる。 

 ̧ 一方、中村は予約サイトで調達したが、往路復路別々の航空券だったため、復路への影

響はなかった。 
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 ̧ なおカトマンズへは、RAからの代替手段の提示がなかったため、別航空会社を自分達

で予約サイトから調達した。これは海外渡航慣れしている中村の素早い判断・行動に拠

るものである。 

西遊社との後日譚として、欠航時は各自が対応（代替・取消・振替など）せざるを得な

いとの由。 

 ̧ 最後に往路航空券の返金についてだが、西遊社からは、航空会社の決めに拠るところな

ので返金額は未確定で返金迄には 2，3 か月を要する、と言われている。 

中村については、予約サイトから返金の旨の連絡があったとのこと。ただし金額、時期

は後日連絡との現況である。 

（ご参考） 

RA往復航空券    \ 171,380.-  

CX往路のみの航空券 \ 141,418.-  NRT→HKG→KTM 

 

17.  各自感想 

【加藤喜章】 

いや～、盛りだくさんの充実した旅でした。 

綿密な計画を立てて下さった澤田さん、ネパール航空の欠航に臨機応変に代替便を取って下さ

った中村さん、朝お茶を入れてくれたりロッジでの支払いをやって下さった清里さんには、感謝

感謝です。 

私と川原さんは、気楽におっさんギャグ＆ダジャレを言っているだけでした。 

アンナプルナⅡ峰ベースキャンプとアイスレイクへの 2 回の一日ハイクのおかげで、私は高度

順応が非常にうまく行きました。少し頭痛を感じる程度でした。でも肝心のトロンパス越えでは、

何度も意識が飛びそうになりました。目の前の足元の風景は画像のように見えているのですが、

頭で認識できないというか、す～と意識が遠のくというか、妙な感覚でした。私は 1978年にニル

ギリ南峰、1982年にガネッシュⅣ峰の登山に参加させていただいていますが、こんな経験は初め

てでした。 

また、トロンパスの下りで右目がぼやけているのに気づきました。右目は黄斑円孔と白内障で

2 回手術しているので、そのせいかもしれません。帰ってまた手術することになったらいやだなと

思っていたら、ムクチナートに下りて一晩寝たら治りました。 

トレッキング中、毎日雲一つない快晴で、山が綺麗でした。特に、アイスレイクへの登りは高

度を 4600ｍまで上げるので、アンナプルナの山々が目の前に大きく迫って見えました。トロンパ

スを越えた後の荒涼としたムスタンの風景も味がありました。 

トレッキング前には旧王宮で小太りの少しふてくされたクマリ（生神様です）に会えましたし、

ポカラへ下りるとティハールというお祭りの真っ最中で、若いネパール人美女に手を引かれて踊

りました。超楽しかったです。久々のスワヤンブナートやボードナート巡りも、のんびりとでき

て楽しかったです。 

また行きたくなって困っちゃいます。 
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【川原修】 

「紺碧の空、真っ白に輝く山稜、薄く乾ききった空気、風にはためくタルチョ、今まさにそこに

立っている」 

トロンパスに到達した時の私の感慨です。ひとつの夢を実現することができ、山々を見上げて

立ち尽くし、思わず落涙してしまいました。 

 そこに至る道程は、決して簡単ではありませんでした。 

 日々周囲に渦巻く土埃と乾燥、様々な食物に擬態して口唇と肛門を襲う香辛料、長時間移動に

伴う頑固な便秘、さらに五臓六腑を突き上げる悪路と猛スピードで追い越しを仕掛ける爆走ドラ

イバーなどなど、私にとっては刺激的かつ困難な関門ばかりでした。 

 あまたの難関を乗り越えてアンナプルナサーキットトレッキングを踏破できたのは、前年のマ

ナスルトレッキングから続く澤田・中村隊員による綿密周到な調査と準備や加藤隊長の自由で明

るいリーダーシップ、中村・加藤清里隊員による献身的なマネジメントの賜物と感謝しておりま

す。 

加えて、現地ガイドのツルさんやコーディネーター安田さん、そして SAACのサポートに支えら

れて成し遂げられたものと思います。 

 最後に、今後同様のトレッキングを目指す高齢者予備軍の皆さんには、目標達成の秘訣として

「入念な高度順化」を是非お勧めします。今回は事前の富士山登山も含めアンナプルナⅡベース

上部（3,900m）とアイスレイク（4,600m）へのハイクが大きく貢献したと確信しています。勿論そ

れぞれのハイク自体が十分魅力的な絶景と高度を有していたことは言うまでもありません。 

 さあ、皆さん、ネパールへ行こう！ 

 

【澤田克彦】 

 自身の初回トレッキングは、ポカラから歩いてアンナプルナ内院へ、ラトナチュリ登山の時は

デュムレ（ベシサハル手前）からプーコーラ BCまで歩きましたが、今回は、ポカラからコトまで

車で行き、翌日にはなんとピサンに着いてしまうという行程に驚きました。 

生活道路が山奥まで延び、人々の生活、観光、トレッキング、登山にも影響大だなあ、うまく

調和すると良いなと思いながらピサンから歩きました。 

誰もいないアンナプルナ BCではケルンを積んで、佐藤正敏さんを始め山に逝かれた各位のご冥

福をお祈りできたことは良かったと思います。 

何回も振り返って仰ぎ見たアンナⅡ峰の威容、Ⅲ及びⅣ峰、ガンガプルナ、ピサンピーク、チ

ュルー、ムクチナートから間近に見た田辺治君の眠るダウラギリ、ニルギリ等々をじっくり眺め、

本当に来て良かったと思いました。 

また、Bパーティの 40年前と殆ど内容が変わらないハイセンスな会話に笑いながら歩いていま

した。 

パーティメンバー各位並びに協力頂いた方々に感謝致します。 

 

【中村元太】 

学生時代山行でご一緒することのなかった加藤リーダーでしたが、トレッキング中でもお酒を

こよなく愛し、おやじギャグには切れがありました。川原さんは私が 1 年生の時のリーダーで話

しかけるのもはばかれるほど怖い存在でしたので、今回おもいっきり「突っ込み」を入れさせて

いただけるとは思いもよりませんでした。澤田さんはトレッキング中でもパソコンを肌身離さず、

我々のしょうもないギャグにも動じることなくストイックに我が道を行かれていました。清里く

んはこんな先輩方の中で細かく気を使いいろいろと先回りしてスムーズなトレッキングに大きく 

貢献してくれました。 
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 こんな素晴らしい仲間達に囲まれて本当に楽しいトレッキングでした。残念ながら途中脱落し

てしまいましたが、この時期ちょうどヒンドゥー教の祭り“Tihar”の最中で、早く山を下りた分

ベシサハルやポカラの町で異国の喧騒を味わうことができました。これからも自分の好きなこの

国で、自分に合ったトレッキングを楽しみたいと思います。 

 

【加藤清里】 

”自力で峠を越えることが出来ず、目標の殆どを手放すことになり誠に残念であった” 

 

 トロン・ハイキャンプから人馬一体となって峠に辿り着き、這う這うの体で聖地ムクチナート

に下りた。メンバーの皆さんと同じ風景を見ることが出来たことはただただ感謝である。これで

馬に対しては一生尽くさなければならない恩義ができた。 

 高所順応が上手く出来なかった理由は今後振り返って見ようと思っている。自身に思い当たる

節はなく、努力や準備で解消できる原因であれば次回に向けての励みとなり良いと考えている。

あるいは高さは諦めるのか・・・ 

 

 だとしても 40 年を経て再びヒマラヤの地を訪れられたことは感慨深い。無条件に楽しかった。

ピサンを越えたところからの眺望が”神の住むところだ”との印象も全く変わらない。メンバー

も大御所 2 名と現役時代を共にした 2 名でバランスも良かった。 

 Lower ピサンからは前回目指して敗退したチュルー東峰が眺められた。姿かたちのよい魅力的

な山だった。中央峰、西峰も同様だ。 

 

 前回はボテオラからマナンまで 7 日半のキャラバンだったが、今は車で 1 日となった。純粋な

トレッキングルートはその先僅か 3 日の距離なのだ。アンナプルナサーキットは人気もあり賑や

かというよりすこし喧しいかもしれない。 

それでも見上げればヒマラヤの山々はスケールが大きくどっしりとしていて、小人物の戯言には

微動だにしない。 

 

以上 
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【別紙 Bパーティ写真】 

 

写真 1 

Bパーティメンバー：左から加藤喜章、中村元太、加藤清里、澤田克彦、川原修 

10/26～27ブラッカ HOTEL NEW YAK にて 
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写真 2 10/24 コト→ロワーピサン トレッキング開始 

 

写真 3 10/25 Lowerピサン マヤホテル：シャワー有り、個室にトイレ付 （右）厨房 
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写真 4 10/25 ピサンピーク（6,091m） 

 

 

写真 5 10/25 アンナプルナⅡBC（3,500m）付近 
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写真 6 10/25 アンナプルナⅡBC上部 3,870mまで到達 一旦下って慰霊祭 

 

写真 7 10/26 朝焼けのチュルーイースト（6,429m） 
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写真 8 エッセン当番による豪華マルタイラーメン（ホタテソーセージ、ワカメ、揚げ入り） 

 

 
写真 9 10/27 アンナプルナⅢ、ガンガプルナの朝焼け 
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写真 10 10/27 アイスレイク（4,600m） 

 

 

写真 11 アンナプルナ山群パノラマ（アイスレイクより） 
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写真 12 アイスレイクからアンナプルナⅡ（7,937m） 

 

 

写真 13 アイスレイクからアンナプルナⅢ（7,555m）、ガンガプルナ（7,454m） 
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写真 14 10/29 ヤクカルカ→トロンフェディ 

 

 

写真 15 10/29 チュルーセントラル（6,584m） 
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写真 16 10/29 トロンフェディからハイキャンプ方面 

 

 

写真 17 10/30 トロンパスへ続く遙かな道のり 
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写真 18 10/30 トロンパス（5,416m）到達（左：徒歩組、右：馬組） 

 

 

写真 19 10/30 ムクチナート側からトロンパス 



34 

 

 

写真 20 ダウラギリ本峰（8,167m）、トゥクチェ（6,920m） 

 

 

写真 21 10/31 ムクチナート→タトパニへの移動中 ニルギリサウス（6,839m） 
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写真 22 左：ムクチナート 水の壁  右：ティハールの飾り付け  

 

 

写真 23 タトパニにて入浴(300Rs) 

 

 
写真 24 カトマンズ昼食 フィッシュダルバート（左）とモモアラカルト 
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【別紙 会計】 

 

 
以下、次葉 
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以下、次葉 
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以上 

 

 

 

 


